
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

中学生の音楽２・３年（教育芸術社）
中学生の音楽　器楽（教育芸術社）

音楽のハーモニー２・３（正進社）
MY  SONG　６訂版（教育芸術社）

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

（1）音楽活動の楽しさを体験することを通して，音や音楽へ
の興味・関心を高め，音楽によって生活を明るく豊かなものに
し，生涯にわたって音楽に親しんでいく態度を育てる。
（2）多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り，表現の技
能を伸ばし，創意工夫して表現する能力を高める。
（3）多様な音楽に対する理解を深め，幅広く主体的に鑑賞す
る能力を高める。

【授業について】

・【表現】（歌唱、器楽、創作）と【鑑賞】の２つの分野につ
いて学習する。

【授業時実施のテストについて】

・歌唱、器楽（リコーダー）の実技テストを行う。

【提出課題について】

・鑑賞の授業のまとめとしてレポート形式の楽曲紹介文を提出
課題とする。

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

・花（歌唱）
・ブルタバ（モルダウ）（鑑賞）
・ボレロ（鑑賞）
・キセキ（器楽）
・ひまわりの約束（器楽）
・桑園祭学年合唱（歌唱）
・桑園祭学級合唱（歌唱）

・桑園祭学年合唱（歌唱）
・桑園祭学級合唱（歌唱）
・命の名前（器楽）
・組曲「展覧会の絵」から（鑑賞）
・能「敦盛」（鑑賞）
・My Melody（創作）

・My Melody（創作）
・ポピュラー音楽（鑑賞）
・卒業式歌（歌唱）

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

・曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性に
ついて理解している。
・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に
付け、歌唱、器楽、創作で表している。

・ワークシート
・定期テスト
・実技テスト（歌唱、リコーダー、箏）
・レポート形式の紹介文
・授業観察

・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、曲にふさわしい音
楽表現としてどのように表すかについて思いや意図をもった
り、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりして
いる。

・ワークシート
・定期テスト
・実技テスト（歌唱、リコーダー、箏）
・レポート形式の紹介文
・授業観察

・音や音楽、音楽文化に親しむことができるよう、音楽活動を
楽しみながら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。

・ワークシート
・レポート形式の紹介文
・授業観察

３年 音楽

知識
技能

思考
判断
表現

主体的に学習に
取り組む態度


